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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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「本年もよろしくお願いいたします」 

校長 成 瀬 剛 慈 

 

年が明けて１ヶ月ほど経ちました。改めまして、本年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。新しい学期が始まって１週間が過ぎ、生

徒は学校生活のペースを取り戻してきていると感じています。３学

期は１・２年生にとっては学年まとめの期間となり、３年生にとっ

ては志望校への出願を終え、入試に向けた取組が本格化する時期と

なります。それは同時に義務教育９年間の終了が近づいてきたとい

うことでもあります。教職員一同、生徒全員にとって大切なまとめ

の３学期をしっかりとサポートしていきたいと思います。 

 

さて、先月は２学期の学校評価にご協力いただきありがとうござ

いました。結果については、裏面にも掲載しておりますが、いくつ

か気がついた点について触れます。学校として嬉しい結果となった

のは、生徒アンケートで「先生が学習のきまりや授業のルールを指

導してくれる」、「礼儀の尊重、他人を思いやることを指導してくれ

る」、「いろいろな場面で努力を認めたり励ましたりしてくれる」と

いうポイントが高く（４点満点中 3.5～3.7）、さらに１学期末に

比べて数値が上昇していることでした（いずれの項目も0.2ポイン

ト上昇）。 

 

一方、１学期からの課題だった、読書時間の増加や家庭学習の充

実については、依然としてポイントが低く、課題となっておりま

す。生活習慣にも関わってくることですので、一朝一夕に改善する

ことは難しいかもしれませんが、ご家庭にも協力いただき、意識の

向上を図っていきたいと考えています。 

 

もちろん、これらの結果は平均であり、この数値をもってすべて

良しとはならないですし、生徒の個人的な印象は集計結果とは異な

る点もあると思います。一人一人の生徒の実態に応じ、持っている

力を最大化する教育活動を進めていかなければならないと思いま

す。 

 

話は変わりますが、新型コロナウイルスについてです。オミクロ

ン株は、従来のものより感染力が強く、今後の教育活動にも影響が

出てくることが懸念されます。これからも様々な連絡をさせていただくことになると思いますが、どうかご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

 

 

弟子屈日和⑧ 

１２月末に京都に住む友人が弟子屈町に遊びに来ました。川湯温泉に浸かり、摩周湖展望台や美幌峠から見える雄大な

景色を見ると、素晴らしい自然に恵まれた弟子屈町の宝を改めて実感することができました。昨年、３年生の総合学習

で、地域おこし協力隊の皆さんに集まっていただき「弟子屈の魅力」について語ってもらう機会がありました。その中で

弟子屈には「観光地としての品位」があるという指摘がありました。確かに巨大資本が景観を無視して行う乱開発がない

弟子屈の美しい自然には「品位」という言葉がぴったりとくる気がしました。 

 



＜保護者学校評価から＞ 

【弟子屈中学校の教育活動について】 

7月の評価よりも、おおむね改善傾向にありました。ご家庭

の学校の方針へのご理解とご協力があってこその改善であっ

たと、お礼申し上げます。今後とも、より充実した教育活動と

なるよう、工夫・改善を重ねてまいります。 

【お子様の取組について】 

項目 8～10においては、継続課題ととらえております。 

■ 項目 8：家庭学習について 

各教科において、「家庭で何をすべきか」、「どの程度の取

組をすべきか」、「どのように取り組むべきか」を授業の終わ

りに、明確に伝えるようにし、家庭での学習が取り組みやす

くなるようにしてまいります。 

■ 項目 9：読書時間について 

2学期から、毎月、町図書館から推薦図書を借りています。

各教室に置いていますが、より多くの生徒が積極的に読むこ

とができるよう、委員会活動とも連携しながら、呼びかけて

まいります。 

■ 項目 10：進路について 

7月と同様に、保護者評価と生徒評価で大きく違いがでた

項目です。お子様は進路について考え、目標を持っているよ

うですが、なかなか保護者の皆様の思いとは乖離があるよう

です。「進路学習」や「進路希望調査」をきっかけにし、「ご

家庭で話し合う機会を設ける」など、お子様の考えが保護者

の皆様に伝わる機会となるよう努めてまいります。 

【その他】 

■ 積極的な情報発信に努めます 

教育活動の様子や進路情報など、学校だより、学校HP、

学級通信、学校安心メールを積極的に活用し、より細やかな

情報発信に努めます。 

■ 一貫した生徒指導に努めます 

挨拶やマナー指導、校則について、しっかりと共通理解を

図り、一貫した指導となるよう努めます。 

＜生徒学校評価から＞ 

【弟子屈中学校の教育活動について】 

7 月よりも改善傾向にありました。新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止のため、様々な変更や制限がありましたが、

生徒の皆さんはよく理解し、一生懸命活動に取り組んでいまし

た。今後も、全教職員で共通理解を図り、指導してまいります。 

【自分の取組について】 

■ 項目 8：家庭学習について 

0.1 ポイントの改善とはなりましたが、家庭学習について

の取組が不十分と考える生徒の皆さんも多いようです。「勉

強の取り組み方がわからない」「宿題を毎日出してほしい」と

いう要望もありました。左記にも示しましたとおり、「家庭で

何をすべきか」「どの程度取り組みをすべきか」「どのように

取り組むべきか」を授業の終わりに、明確に伝えるよう工夫

し、家庭学習に取り組みやすくなるようにしてまいります。 

また、宿題の量が多すぎることがないよう、教科担任で連

携して、調整をします。 

■ 項目 9：読書時間について 

生徒玄関前や教室の先生のおすすめ文庫の展示、図書コー

ナーでの新刊の整理、町図書館からのおすすめ文庫の借用を

行い、読書の啓発をしておりますが、読書時間の確保につい

ては、生徒自身も課題と考えているようです。委員会活動と

も連携しながら、読書習慣の確立・定着に努めてまいります。 

■ 項目 11：自己肯定感について 

0.2 ポイントの改善が見られました。新型コロナウイルス

感染症の影響で活動の制限は受けましたが、感染症対策を講

じ、可能な限りできることを実施してまいりました。生徒の

皆さんも様々な工夫をし、一生懸命活動してきたことで、充

実感を味わうことができたのではないかと感じております。

今後も、国や道、町の方針を鑑み、充実した教育活動となる

よう、工夫してまいりますので、ご理解とご協力をお願いい

たします。 


